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研究成果の概要（和文）：メタボリックシンドローム(MetS)発症要因分析を行った．対象は製

造業男性社員のうち，明らかな睡眠障害者，および糖尿病，高血圧，脂質異常症，心脳血管疾

患，高尿酸血症のいずれかで治療中の者を除く 34-64 歳 3,054 人である． MetS 予測をロジス

ティック回帰分析で行ったが，血清インスリンの寄与が最大で，次に肝臓酵素，尿酸，非喫煙

が選択されたが，勤務状況や睡眠時間は選択されなかった． 
 
研究成果の概要（英文）：I conducted health survey to know factors significantly associated 
with metabolic syndrome (MetS). The target subjects are 3,054 occupational workers aged 
34-64 years without any of the following problems; insomnia, having medication with 
diabetes mellitus, hypertension, dyslipidemia, cardio-vascular disease, hyperuricemia. By 
logistic regression analysis, serum insulin was the strongest predictor of Mets, followed by 
liver enzymes, uric acid, and non-smoking. Shift work and sleeping time were not selected 
as significant contributors for MetS. 
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１．研究開始当初の背景 

交替制勤務状況は国によりさまざまである．

MetS 発症に生活習慣が密接に関係している

のは明瞭であるが，特に交替制勤務という身

体的負荷の大きい労働条件が，MetS 発症に

及ぼす影響について，生活習慣を勘案した報

告はいまだ充分でなく，MetS 構成要因，例

えば高血圧，耐糖能障害，脂質異常症，血液

線溶系，血管の酸化的ストレスとの関係を記

述した報告が中心である．特に，睡眠をキー

ワードにしたわが国におけるこの分野の詳

細な調査研究が待たれている． 



２．研究の目的 

職場における MetS 発症要因に関する研究

では，内臓肥満，血清尿酸値，血管炎症マー

カーCRP，および生活習慣諸要因の寄与に関

する断面調査を中心に実施してきたが，より

大規模な集団での検討，および一部の集団に

対する縦断研究も有用である．国が 2008 年

度から実施をすすめている特定健診とタイ

アップし，腕時計型体動検出器を用いた睡眠

評価を含めた生活習慣問診票と併せた MetS

予測要因の検討を実施した． 

 
３．研究の方法 

(1) 対象者：自動車製造に従事する交替制お

よび日勤者で，明らかな睡眠障害で治療中の

者を除く 34～64 歳男性とする． 

(2) 定期健康診断時の調査と追加検査：睡眠

を含む生活習慣問診票調査を用いた調査を

実施し，加えて MetS の予測因子を検討する

ため，追加健診項目として 3,054 名に対し，

血清インスリン（EIA 法）を測定した．解析

には，代表的インスリン抵抗性指標である 

the homeostasis model assessment for 

insulin resistance (HOMA-IR)も検討したが，

最終的には血清インスリン値を用いた． 

(3) ロジスティック回帰分析を用いて，MetS

と関連する要因を，生活習慣（睡眠，飲酒，

喫煙，運動）を含めて検証した． 

 

４．研究成果 

(1) 明らかな睡眠障害の者，および糖尿病，

高血圧，脂質異常症，心脳血管疾患，高尿酸

血症のいずれかで治療中の者を除く 34-64歳

3,054 人の内訳は，平常日勤 1,700 名，2 交

替勤務 1,125 名，3 交代勤務 182 名，その他

44 名，欠損値 3名であった． 

(2) 問診票による睡眠時間は，6 時間以上

975 名，5～6時間 1448 名，4～5時間 567 名，

4時間未満 58 名であった（欠損値 3名）． 

(3) 勤務状況別 MetS 割合は，平常日勤 13.8% 

(234/1,700)，2 交替勤務 10.7% (120/1,125)，

3 交代勤務 17.6% (32/182)，その他 18.2% 

(8/44）で，統計的有意差を認めた(p<0.05)． 

(4) 勤務状況別にみた睡眠で休養が取れな

い割合は，平常日勤 44.5% (750/1,685)，2

交替勤務 50.1% (557/1,111)，3 交代勤務

47.0% (85/181)，その他 52.3% (23/44）で，

統計的有意差を認めた(p<0.05)． 

(5) 勤務状況別の血清インスリン幾何平均

（幾何標準偏差）は，平常日勤 6.3(1.8)mIU/L，

2 交替勤務 5.2(1.8)mIU/L，3 交代勤務

6.3(1.9)mIU/L，その他 5.9(1.9)mIU/L で，2

交替勤務者のインスリン値は日勤者および 3

交替勤務者のそれらよりも有意に低かった． 

(6) 年齢，log(インスリン)，log(ALT)，

log(GGT)，尿酸，「喫煙なし」，「定期飲酒な

し」，「定期運動あり」，「勤務状況カテゴリ」

「睡眠時間カテゴリ」を説明変数とする MetS

予測のロジスティック回帰分析(Wald 法）を

行ったが，統計的に有意な変数のオッズ比

(95%信頼区間)は，log(インスリン)が

63.1(34.0-117.3)，log(ALT)が 2.7(1.4-5.3)，

log(GGT)が 3.5(2.1-5.9)，尿酸 1.3(1.1-1.4)，

年齢が 1.06(1.04-1.08)，「喫煙なし」が

0.69(0.54-0.88)であった． 

(7) MetS に関連する項目として血清インス

リンが最も大きく，次に肝臓酵素，さらに尿

酸であった．生活習慣では，喫煙しないこと

が MetS と負の関連性を認めた．しかし，勤

務状況や睡眠時間は MetS と関連性がなかっ

た． 
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